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二
〇
〇
四
年
六
月
発
足
の
「
九
条
の
会
」
運
動
が
、
〇
六
年
九
月
～
翌
年
九
月
の
安
部
内
閣
の
改

憲
政
治
な
ど
と
激
し
く
切
り
結
ぶ
中
で
、
国
民
世
論
の
中
で
は
護
憲
勢
力
が
改
憲
勢
力
を
上
回
る
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
議
会
勢
力
に
は
反
映
さ
れ
ず
、
護
憲
を
党
是
と
す
る
政
党
は
、
左
翼

の
日
本
共
産
党
と
社
会
民
主
党
と
い
う
極
少
数
政
党
に
限
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
両
党

の
共
同
闘
争
が
期
待
さ
れ
も
す
る
の
だ
が
、
こ
の
両
党
幹
部
の
講
演
を
含
む
集
会
を
日
比
谷
公
会
堂

で
行
い
、
銀
座
デ
モ
を
行
う
行
動
＝
「
五
・
三
憲
法
集
会
」
の
第
一
二
回
が
、
強
い
雨
天
で
始
ま
っ
た

こ
の
五
月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

二
〇
〇
五
年
発
足
の
わ
が
「
え
び
な
九
条
の
会
」
は
、
〇
七
年
に
こ
の
「
五
・
三
憲
法
集
会
」
に

一
五
名
で
参
加
し
て
以
来
、
ほ
ぼ
毎
年
参
加
し
て
き
た
。
第
五
回
目
と
な
る
今
年
も
三
名
と
少
数
で
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は
あ
っ
た
が
参
加
、
二
六
〇
〇
名
の
集
会
、
百
万
円
を
越
す
会
場
カ
ン
パ
、
帰
宅
後
聴
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

夜
七
時
ニ
ュ
ー
ス
に
お
け
る
護
憲
集
会
全
国
代
表
的
な
紹
介
に
僅
か
で
も
寄
与
で
き
た
こ
と
に
満

足
。

　

例
年
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
今
年
も
講
演
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
特

に
強
烈
な
ア
ピ
ー
ル
力
が
あ
っ
た
の
は
、
宜
野
湾
元
市
長
伊
波
さ
ん
の
沖
縄
基
地
実
態
を
踏
ま
え
た

日
米
安
保
糾
弾
で
あ
っ
た
。
普
天
間
基
地
が
日
米
い
ず
れ
の
航
空
法
に
よ
る
飛
行
場
で
は
な
く
、
安

保
条
約
に
よ
る
米
軍
へ
の
単
な
る
提
供
施
設
と
い
う
こ
と
で
、
発
着
、
飛
行
、
騒
音
な
ど
に
何
の
有

効
な
規
制
が
無
く
、
米
軍
機
が
暴
虐
に
飛
び
回
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
知
ら
な
か
っ
た
‼　

共
産

党
委
員
長
志
位
さ
ん
の
話
も
、
そ
の
こ
と
は
も
う
聞
い
た
よ
と
い
う
言
説
で
は
な
く
て
、
違
憲
の
現

状
を
三
項
―
生
命
人
権
損
傷
の
原
発
、
安
保
、
橋
下
政
治
―
に
わ
た
っ
て
定
式
化
し
た
新
鮮
味
の
あ

る
も
の
で
啓
発
さ
れ
た
。

　

銀
座
デ
モ
出
発
時
に
は
雨
も
ほ
ぼ
終
息
、「
憲
法
改
悪
反
対　

世
界
に
誇
る
九
条
を
守
ろ
う　

え

び
な
九
条
の
会
」
の
黄
色
い
幟
を
高
く
掲
げ
て
行
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
首
都
高
を
街
宣
車
で
占

拠
、
デ
モ
の
頭
上
か
ら
大
音
量
の
マ
イ
ク
で
罵
声
を
浴
び
せ
る
行
為
を
や
っ
た
り
し
て
き
た
極
右
の

お
じ
さ
ん
お
兄
さ
ん
た
ち
は
、
今
年
は
デ
モ
の
沿
道
歩
道
に
連
な
っ
て
「
エ
セ
平
和
勢
力　

解
散
し

ろ
」
な
ど
の
連
呼
。

　

こ
の
四
月
決
定
の
自
民
党
新
改
憲
案
「
表
現
の
自
由
」
条
項
に
「
公
益
及
び
公
け
の
秩
序
を
害
す
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る
こ
と
を
目
的
と
し
た
行
動
を
行
い
、
な
ら
び
に
そ
れ
を
目
的
と
し
て
結
社
を
す
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
な
い
」
と
治
安
維
持
法
バ
リ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
し
て
、
こ
の
「
解
散
」
の
罵
声
に
き

つ
く
緊
張
し
憤
激
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
分
南
や
ま
に
平
在
住
）


